科学的 常識と いうの は、 何も、 天王星の 距離 を 暗記 

していたり、 ヴ イタ ミンの 色々 な 種類 を 心得て いたり 

する だけではないだろう と 思う。 もう 少し 手近な とこ 

ろに 活 きて 働くべき、 判断の 標準に なるべき もので な 

ければ なるまい と 思う。 

勿論、 常識の 判断 は あてに はならない 事が 多い。 科 

学 的 常識 は猶更 である。 しかし 適当な 科学的 常識 は、 

事に 臨んで 吾々 に 「科学的な 省察の 機会と 余裕」 を 与 

える。 そういう 省察の 行われる ところに は いわゆる 流 

言 蜚語の) J ときもの は 著しく その 熱度と 伝播 能力 を 弱 

めら れ なければ ならない。 たとえ 省察の 結果が 誤って 



いて、 そのために 流言が 実現され るよう な 事が あって 

も、 少なくも 文化的 巿民 としての 甚だしい 恥辱 を 曝す 

事なくて 済み はしない かと 思われる ので ある。 

(大正 十三 年 九月 『東京 日日 新聞』) 



底本 ： 「寺 田寅彦 全集 第 七 巻」 岩波 書店 

1997 (平成 9) 年 6 月 5 日 発行 

人力 .. Nana olitie 

校正 .. noriko saito 

2 o o 4 年；：： 月 M 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



